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調査概要

１　目的

２　調査対象

（１）医療的ケア児に関する実態調査
①調査方法等

②主な調査項目

（２）小児在宅医療に関する調査
①調査方法等

３　調査対象数（回収結果）

調査票 配布数 有効 回答数 回収率

40 32 80.0%

336 164 48.8%

135 41 30.4%

22 19 86.4%

533 256 48.0%

336 164 48.8%

４　調査方法

郵送による配布、郵送又はオンラインによる回収

５　調査時期

（１）医療的ケア児に関する実態調査 令和４年９月～10月

（２）医療的ケア児及び小児在宅医療に関する調査 令和４年９月～1０月
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（2）医療的ケア児及び小児在宅医療に関する調査 医療機関

　県では、青森県障害者自立支援協議会医療的ケア児支援体制検討部会において、 医療的ケア児を支援するための
取組みを検討しています。
　本調査では、医療的ケア児に関する実態調査を実施し、県及び市町村において今後の医療的ケア児支援に関する施
策検討のための基礎資料とするものです。

・市町村を対象に、令和4年9月1日現在で市町村に居住している在宅の者のうち、日常的に医療的ケアの必要な18歳
　未満 （令和4年4月1日現在）の者の医療的ケア等の状況について調査しました。
・医療機関(内科・小児科)を対象に、令和4年7月1日から9月30日までの外来患者のうち、診療報酬の請求で、実施要
  領に定める在宅療養指導管理料を算定した県内在住の18歳未満（令和4年4月1日現在）の者の医療的ケア等の状
  況について調査しました。
・訪問看護ステーションを対象に、令和4年9月1日現在で、訪問看護サービスを利用している医療的ケアの必要な18歳
　未満（令和4年4月1日現在）の者の医療的ケア等の状況について調査しました。
・特別支援学校を対象に、日常的に医療的ケアを必要とする18歳未満（令和4年4月1日現在）の者の医療的ケア等の状
況について調査しました。

市町村

　性別、生年月日、居住市町村、学校名等及び学年、医療的ケアの状況、利用している障害福祉サービス、障害者手帳
の状況避難行動要支援者名簿への登載状況(市町村のみ)　等

　医療機関(内科・小児科)を対象に、重症な障害を持つ小児の訪問診療の現在の対応状況、在宅療養支援病院・診療
所より依頼を受けた場合の今後の協力状況について調査しました。

（１）医療的ケア児に関する実態調査

医療機関

訪問看護ステーション

特別支援学校

計

調査区分 調査対象



６　調査結果

（１）医療的ケア児に関する実態調査

ア　日常的に医療的ケアを必要とする者（令和４年４月１日現在で１８歳未満の者）の状況（基準月：令和４年９月１日）

　①　人数

164

　②　性別

項目 回答数 割合

男性 94 57.3%

女性 70 42.7%

計 164 100.0%

　③　年齢別人数 ④　市町村別人数

項目 人数 割合 項目 人数 割合 項目 人数 割合

０歳 7 4.3% 就学前 76 46.3% 青森市 36 22.0%

１歳 15 9.1% 小学生 50 30.5% 弘前市 26 15.9%

２歳 11 6.7% 中学生 16 9.8% 八戸市 32 19.5%

３歳 12 7.3% 高校生 22 13.4% 五所川原市 6 3.7%

４歳 10 6.1% 計 164 100.0% 十和田市 7 4.3%

５歳 9 5.5% 三沢市 8 4.9%

６歳 17 10.4% 平川市 6 3.7%

７歳 7 4.3% おいらせ町 7 4.3%

８歳 11 6.7%

９歳 6 3.7% 黒石市

10歳 10 6.1% むつ市

11歳 7 4.3% つがる市

12歳 8 4.9% 蓬田村

13歳 7 4.3% 鰺ヶ沢町

14歳 3 1.8% 大鰐町

15歳 4 2.4% 板柳町

16歳 8 4.9% 鶴田町

17歳 9 5.5% 野辺地町

18歳 3 1.8% 七戸町

計 164 100.0% 六戸町

六ヶ所村

大間町

⑤　圏域別人数 三戸町

項目 人数 割合 五戸町

青森 37 22.6% 南部町

津軽 38 23.2% 階上町

八戸 51 31.1% 計 164 100.0%

西北五 11 6.7%

上十三 21 12.8%

下北 6 3.7%

計 164 100.0%

⑥　市郡別人数 ⑦　避難行動要支援者名簿登載状況

市郡 人数 割合 登載の有無 人数 割合

市部 130 79.3% あり 32 31.7%

町村部 34 20.7% なし 69 68.3%

計 164 100.0% 計 101 100.0%

※市町村が把握している医ケア児　
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令和４年９月１日現在の在宅の医療的ケア児数

以下５人以下の医ケア児がいる市町村
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イ　医療的ケアの状況（複数回答）

医療的ケア 人数

経管栄養（経鼻、胃ろう、腸ろうなど） 88

口腔・鼻腔内たん吸引 62

気管切開部からのたん吸引 44

気管切開と人工呼吸管理 26

マスクによる人工呼吸管理 17

在宅酸素療法 60

導尿 17

その他 30

計 344

ウ　利用している障害福祉サービス（複数回答）

サービス 人数

居宅介護 9

児童発達支援 21

放課後等デイ 41

日中一時支援 12

居宅訪問型児童発達支援 6

短期入所 28

移動支援 2

訪問看護 44

その他 9

計 172

エ　過去のNICU入院歴と医療機関名

　①入院歴

有無 人数 割合

入院あり 88 53.7%

入院なし 32 19.5%

不明 44 26.8%

計 164 100.0%

　②医療機関名

医療機関名 人数

青森県立中央病院 25

国立病院機構弘前病院 6

弘前大学医学部附属病院 23

八戸市立市民病院 18

その他県内医療機関 1

県外医療機関 15

計 88

オ　身体障害者手帳の所持状況

項目 人数 割合

1級 70 42.7%

2級 3 1.8%

3～6級 8 4.9%

なし 39 23.8%

不明 44 26.8%

計 164 100.0%

カ　愛護手帳の所持状況

項目 人数 割合

A 32 19.5%

B 3 1.8%

なし 84 51.2%

不明 45 27.4%

計 164 100.0%

キ　精神障害者保健福祉手帳の所持状況

項目 人数 割合

あり 0 0.0%

なし 138 84.1%

不明 26 15.9%

計 164 100.0%
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６　調査結果

（２）医療的ケア児及び小児在宅医療に関する調査

圏域名
回答のあった
医療機関数

医ケア児を診療し
ている医療機関数

診療している
医ケア児数

(複数受診あり)

青森地域 48 2 27

津軽地域 49 4 49

八戸地域 26 4 62

西北五地域 18 1 3

上十三地域 18 2 3

下北地域 5 0 0

計 164 13 144

イ　重症な障害をもつ小児の訪問診療の現在の対応状況（在宅療養支援病院・診療所のみ回答）

圏域名
回答のあった
医療機関数

基本的に対応可
条件により

対応可
ケアの種類

により対応可

青森地域 3 3

津軽地域 7 2 5

八戸地域 4 2 2

西北五地域 2 1 1

上十三地域 3 2 1

下北地域 2 2

計 21 6 1 14

ウ　在宅療養支援病院・診療所からの依頼に対する今後の協力（複数回答）

4

ア　医療機関（主に内科、小児科、総合診療科）における医療的ケア児の診療状況


